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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

令和３(2021)年度  

施設名 栃木県立とちぎ海浜自然の家 

施設所管課 教育委員会事務局生涯学習課 

指定管理者 公益財団法人とちぎ未来づくり財団（法人番号 7060005001072）   

指定期間 平成 31（2019）年４月１日～令和６（2024）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 茨城県鉾田市玉田 336－２ 

施設の概要 

 

 

 

 

①敷地面積：185,605 ㎡ 建物面積：17,958 ㎡ 

②生活館：宿泊室（洋室 47 部屋、和室４部屋）・大食堂・大浴場×２・小浴場 

③学習館：大学習室・小学習室×４・海の展示館・海の図書館・視聴覚室・ 

調理実習室・会議室 

④スポーツ館：室内温水プール・体育館 

⑤野外施設：ロッジ 10 棟・野外調理場×２・アスレチック・テニスコート・ 

自転車モトクロス広場・スポーツ広場 

業務内容 

 

 

 

①海浜自然の家の施設の維持管理に関する業務 

②海浜自然の家の利用の許可に関する業務 

③海浜自然の家の運営に関する業務 

④上記①から③に附帯する業務 

 

２ 収支の状況 

 令和３(2021)年度                                                         （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 ３３５，４１１  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 ７，０４７ 

 利用料金収入 ２３，２６３  管理運営費 ２４５，９０３ 

 その他収入※１ ５，４０２  人件費 ９７，９２５ 

   その他支出※１ ２，１２７ 

 合計 ３６４，０７６  合計 ３５３，００２ 

指定管理業務収支差額① １１，０７４   

自主事業   自主事業  

自主事業収支差額②    

収支差額（①＋②） １１，０７４   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
主催事業参加料   ４，１９６千円 
自販機管理委託料    ６５６千円 
原子力立地給付金    ４６９千円 

 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
公舎敷金・礼金      ２，０８４千円 
公課費（契約用印紙、自動車税） ４３千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 令和２(2020)年度（前年度）                                                （千円） 

 収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 ３３８，８３５  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 ４，７８１ 

 利用料金収入 ９，９３９  管理運営費 ２２８，８３６ 

 その他収入※１ ５，０５２  人件費 ９７，８９６ 

   その他支出※１ ６，１３９ 

 合計 ３５３，８２６  合計 ３３７，６５２ 

指定管理業務収支差額① １６，１７４   

自主事業   自主事業  

自主事業収支差額②    
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収支差額（①＋②） １６，１７４   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
主催事業参加料     ３，７５２千円 
自販機管理委託料      ６５６千円 
原子力立地給付金      ５３１千円 
 

 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
退給引当資産取得支出   ６，１１８千円 
公課費（契約用印紙、自動車税） ２１千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

施設名 項目 
令和２(2020)年度 

（前年度） 

令和３(2021)年度 

 

とちぎ海浜自然の家 開所日数 ２８９日 ２９５日 

宿泊可能日数 ２６１日 ２６６日 

利用日数 １５７日 ２０５日 

実利用者数 ７，８１９人 １３，４６８人 

 延利用者数 １５，７３２人 ２８，５３５人 

延宿泊者数 ７，８８７人 １５，０１９人 

利用率 １３．６％ ２４．２％ 

宿泊利用率 ７．６％ １４．１％ 

 

４ サービス向上に向けた取組 

・利用者の立場に立った接遇や指導・支援に係る具体的・実践的な研修の実施により、職員一人ひ

とりの資質及び能力の向上に努めた。 

・海の自然や海にかかわる産業・文化など「海から学ぶ機会」、多くの利用者が触れ合う「交流の機

会」、利用者に愛され、親しまれる「快適な環境」の提供に努めた。 

・利用者のニーズを的確に把握するとともに、それらに対応した活動プログラムの開発・提供や施

設設備の改善充実等、生涯学習施設としての機能向上に努めた。 

・ホームページやインスタグラム等を活用し、わかりやすく積極的な広報活動に努めた。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・利用者や利用団体へのアンケート調査の実施。 

臨海自然教室に参加した学校の引率者や児童、また、各種団体の利用者及び主催事業の参加者を

対象にアンケート調査を実施している。 

主なアンケート項目 とてもよい よい あまりよくない 悪い 

職員の対応 

施設・設備関係 

食事・食堂関係 

63.9% 

80.0% 

50.0% 

34.7% 

18.7% 

46.0% 

1.4% 

0% 

3.2% 

0% 

1.3% 

0.8% 

社会教育団体等利用者アンケート：回答数７２（回答率：３６．９％） 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・施設の老朽化、設備の不具合等 設備の不具合等は、早急に対応・修繕等している。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・職員の方も親切で施設も使いやすくてよかった。 

・感染防止対策も徹底されており、安心して宿泊できた。 
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６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・利用者への対応にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図るとともに、安心、安

全面や活動内容等に対する丁寧な事前指導を行い、また、的確な支援により充実した体験活動の提

供に努めた。 

・利用者からの意見・要望等をもとに改善の検討を行い、利用者満足度の向上に積極的に努めた。 

  利用率向上、安全確保等への取組 

・県、市町及び関係機関の広報誌やインターネットを活用した情報提供、主催事業等のちらし配布

など幅広いＰＲ活動を行い、積極的な広報活動に努めた。 

・利用者の安心、安全確保については、各種訓練、地元消防署との連携等により事前の対策の徹底

を図り、オリエンテーションでは利用者への十分な説明を行った。また、活動実施の段階では施設

職員を配置し、救急患者への迅速かつ的確な対応に努めた。さらに、新型コロナウイルス感染症対

策の徹底を図った。 

  今後改善・工夫したい事項 

・各種事業の改善・充実を図るとともに、ＳＤＧｓを意識した新規プログラムの開発を行う。 

・県や関係機関等との連絡調整は綿密に行い、施設設備の計画的な修繕及び更新を行い、利用者が

安心、安全に施設を利用できるよう努める。 

・ホームページのリニューアルを行い、機能、情報の充実を図り、利用者の利便性向上に努める。 

 

７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

すべての利用希望者から利用許可申

請書及び利用計画書等を徴しており、

平等な利用機会が確保されている。 

Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

利用許可申請書及び利用計画書等の

記載内容の確認により、使用許可に対

する適正な権限行使がなされている。 

Ｃ 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか 

障がい者用の駐車場、トイレが整備さ

れている。また、職員も十分な配慮に

努めている。 

Ｂ 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

海の自然や産業・文化等を学べる生涯

学習施設として事業を実施している。 

 

Ｂ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

積極的なＰＲ活動や季節感豊かな主

催事業の実施等、利用促進に取り組ん

でいる。また、アンケート結果でも高

評価が得られており、県民サービスの

向上が図られている。 

Ｂ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

アンケート結果では概ね高評価を得

られているが、食事面の満足度がさら

に向上するよう努めてほしい。 

Ｂ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

利用者からの意見、苦情に対しては早

急な対応に努めているほか、職員間で

情報共有している。 

Ｃ 



4 
 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

施設や設備等の維持管理を適切に行

っており、不具合箇所の早急な修繕に

努めている。 

Ｂ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

主催事業等についても不断の見直し

を行うなど、事業内容の改善に努めて

いる。 

Ｃ 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か 自然体験活動の指導について経験豊

富な人材を多く活用している。 

 

Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

施設の管理執行体制等、適正な予算配

分で執行している。 

 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組んできているか 委託事業の複数年契約や節電の実施

等経費削減に取り組んでいる。 

 

Ｃ 

④人材育成は適切に実施されているか 創作活動研修や食物アレルギー研修

等業務に密接した実践的な内容の研

修を実施している。 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

「危機管理マニュアル」を整備し、事

故発生時の対応等の意思統一を図っ

ている。 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携ができている

か 

緊急連絡網を整備し、連絡体制を確保

している。 

 

Ｃ 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

「財団法人とちぎ未来づくり財団個

人情報保護事務処理要領」等に基づき

適正に執行されている。 

Ｃ 

②情報公開は適切になされているか 文書等の開示に関する規定に基づき

適切に対応している。（Ｒ３開示請求

１件） 

Ｃ 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

運営方針、臨海自然教室受入事業、主

催事業の分野別に自己評価を実施し

ている。 

 

Ｃ 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

概ね計画どおり実施されているが、新

型コロナウイルス感染症の感染状況

を鑑みやむなく中止とした事業もあ

った。 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

施設の特性を活かした主催事業を地

域と連携しながら展開している。 

 

Ｂ 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 

裏紙使用やゴミの分別などを徹底し

ている。 

 

Ｃ 

⑤その他管理運営上の特記事項（コロ

ナ対策がなされているか等） 

宿泊室や食堂等利用定員を一部削減

し感染予防対策を実施したほか、安全

管理マニュアルを作成し実践するな

ど安全で快適な管理運営に努めてい

る。 

 

Ｂ 
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総合的な評価 

海を持たない栃木県民のために設置された施設として、その設置目的に基づき、利用者が充実し

た体験活動を行えるよう適正に施設運営を行っていると認められる。 

施設運営については、利用者の安全確保や日々の衛生管理など快適な環境の提供を最優先に実施

しており、利用者満足度も高い。 

また、魅力あるプログラム等の検討や内容の見直し、広報活動の強化等に取り組んでおり、施設

の利用促進に努めている。 

さらに、新型コロナウイルス感染症対策においても、安全管理マニュアルに基づき、感染拡大防

止策について創意工夫を重ね実践している。 

今後も引き続き利用者のニーズを反映した施設運営を展開していくとともに、利用者の安全に十

分配慮しながら更なるサービスの向上に取り組んでほしい。 

 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


